
地域の子育て応援します  天使幼稚園アトリエ キッズ パーク ～ＬＩＶＥ～ 

キッズ パーク レター 

２０２０．４．１７．  No.２３１ 

Ｗelcome to Atelier Kids Park!! つくろう “ゲンキ” Energy! 

「一人前の子ども」 

少しずつ暖かくなり、季節はすっかり春です。２０２０年度も、子ども達がすくすくと成長し、豊か

な経験ができるよう願います。 

 

４月をむかえると、子ども達は新しい環境で生活することになります。この時期になると、幼稚

園では毎年、「お母さんと離れたくない！」と泣き叫ぶ子どもと、不安そうに見送るお母さんたちの

微笑ましいやりとりが見られます。数か月もすると、子ども達は新しい生活に慣れていきますが、

やはり最初のうちは、お父さんお母さんも「大丈夫かな…」、「上手くできるかな…」と不安な気持

ちになってしまうことがあるかもしれません。 

子どもにとって初めての出来事は、お父さんお母さんにとっても、親になって初めての出来事

ですから、当然のことです。そのため、「まだ小さいから…」と大人が“手取り足取り”手伝ってしま

うこともありますね。 

では、子ども達の“初めて”の経験と、どのように向き合っていけばよいのでしょうか？ 

 

「ちっちゃいこはおもい荷物をもってあるけないし、ちっちゃいこはごはんを炊くまきを集

められないし、ちっちゃいこはすぐなくし、ちっちゃいこは夜くらいとこわがるからだーめ！」 

 

『はじめてのキャンプ』という本の中で、“おおきいこ”と一緒にキャンプに行きたい、“ちっちゃい

おんなのこ”のなほちゃんは、「ちっちゃいこだから」という理由で、キャンプに行くのは「だーめ！」

と言われてしまいます。それでも、なほちゃんが「くらい外にひとりでおしっこにいける！」と言い張

ったので、お隣のおばさんがみんなとキャンプに連れて行ってくれます。 

キャンプの途中では、川で転んで泣きそうになったりしても我慢し、なほちゃんは誰よりもたくさ

んまきを集めます。それでも、寝る前に聞いたこわい話のせいで、夜中におしっこに行きたくなっ

ても心細くて、大人のおばさんを起こそうとします。でもおばさんは「ぐー、ぐー」寝ていて起きてく

れません… 

こまったなほちゃんは、勇気を出してテントから出て、ひとりでおしっこに行くことにします。草む

らの怪しい気配におびえながらも、“ひとりで”おしっこに行き、夢中でテントへ逃げこみます。する

と、今度は起きていたおばさんが「なほちゃんえらかったわ、もういちにんまえ、ひとりでおしっこに

行けたものね」とやさしく褒めてくれました。 

なほちゃんは“ちいさいからできない”と決めつけられていたことにチャレンジし、はじめてのキ

ャンプが終わる最後には、“いちにんまえ”と認めてもらえました。 



＜お問い合わせ等＞  「 遊びを通して 頭と心と体を たくましく育てる 」 

ｐroduced  by  総幼研メソッド の 幼稚園型認定子ども園 天 使 幼 稚 園 

〒７２０－０８３１ 福山市草戸町２丁目２１－１２ ℡ ０８４－９２３－１９４９ 

“一生のうちに「大好き」といえる絵本と出会う

ことが出来る子どもは幸せです。” 

と、ある児童書の専門家の講演を聞いた事

があります。子どもと向き合い、一冊の絵本

を読み終えた喜びや満足感を楽しんで頂け

る様、毎回このコーナーで絵本を紹介させて

いただきます。 

『くまくんのはる おはなつみ』 出版社／福音館書店 

なとりちづ作 おおともやすお絵定価 本体 ６００円＋税 

「おはなのでんしゃだよ。みんなのってください！」 

ガタン ゴトーン ガタン ゴトーン・・・ 

くまくんたちは、春の野原をすすみます。 

ゆく先々は、すっかり春も真っ盛り。 

くまくんと一緒に、お出かけしているような楽しさが

ギュっとつまった、素敵な一冊です。 

 

★ひやかしを受けて育った子は 

はにかみ屋になります 

 

★敵意に満ちたなかで育った子は  

誰とでも戦います 

 

服を着たり、靴を履いたり、大人が手伝ってしまえば簡単にすむことでも、まずは子どもが「自

分でやってみる」ことが大切ですね。「大人は何でもやってくれる」と思うと、子どもは上手に怠け

て、本当はできることもしなくなります。 

 

大人から見ると「まだ小さくてできないのに…」と思う事でも、まずは挑戦し、失敗から学ぶと、

やがて工夫することが身につくようになります。 

そして“ひとりで”できた時には、心から喜び、褒めてあげる。 

それが子どもの自信へとつながるのです。 

〈 参考文献 ： 林明子『はじめてのキャンプ』福音館書店、２００１年 〉 

 

＜絵本のコーナー＞                 いいものみつけたっ！～おすすめの絵本編～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

子どもたちは 

こうして生き方を学びます 

★批判ばかり受けて育った子は  

非難ばかりします 

★ねたみを受けて育った子は 

いつも悪いことをしているような 

気持ちになります 

★心が寛大な人のなかで育った子は 

がまん強くなります 
★励ましを受けて育った子は  

自信を持ちます 

★ほめられるなかで育った子は 

いつも感謝することを知ります 

★公明正大ななかで育った子は  

正義心を持ちます 

 

★思いやりのあるなかで育った子は 

信仰心を持ちます ★人に認めてもらえるなかで育った子は 

自分を大事にします 

 
★仲間の愛のなかで育った子は 

世界に愛をみつけます 

 
詞 ドロシー・ロー・ノルト/訳 吉永 宏  

出典：加藤諦三『令和新装版子どもを伸ばす 

魔法の 11 ヵ条アメリカインディアンの教え』 

扶桑社、２０２０年 


